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１ はじめに 

 

政府は、観光を成長戦略の重要な柱に位置付け、国内外からの交流人口の増加を新たな

需要の創出と地方創生に結びつけるビジョンを打ち出している。平成 26 年に、「観光立国

実現に向けたアクション・プログラム 2014」が策定され、「2020 年までに訪日外国人旅行

者数 2,000 万人」の実現が目標として掲げられた。平成 28 年には、「明日の日本を支える

観光ビジョン構想会議（議長：内閣総理大臣）」により新たな観光ビジョンが策定され、訪

日外国人旅行者数は 4,000 万人に上方修正された。（林・木下［2015］、酒井［2016］） 

我が国の観光ビジョンでは、クルーズ船受入の拡充による地域振興に大きな期待が寄せ

られる。日本を含むアジアのクルーズ市場の急速な拡大が見込まれるなかで、「訪日クルー

ズ旅客を 2020 年に 500 万人」を合言葉に、国内各地の港湾でのクルーズ船受入が推し進

められている。我が国の港湾へのクルーズ船による外国人入国者数や寄港回数をみると、

いずれも年々着実に増加している。その一方で、クルーズ船の寄港地は一部の港湾に集中

する傾向にあり、「2020 年に 500 万人」の実現を目指すにあたっては、その他の港湾への

寄港が強く望まれるところである。（玉石［2015］） 

 こうしたなかで、北近畿地域の物流・人流のゲートウェイ機能を担う京都舞鶴港におい

ても、外航クルーズ船の入港が増加しており、なかでも今年度は 17 回を数え、昨年度の

約 3 倍の入港数となった。舞鶴市は、観光客の満足度向上をめざし「みなと・まちなかの

おもてなし」として、入港歓迎式典の開催、日本文化体験の実施、地元の特産品販売など

の各種イベントが港内で実施している。（酒井［2016］） 

 他方で、今年度、本調査研究のメンバーは、平成 28 年度「福知山公立大学研究活性化

助成金」の採択プロジェクトにおいて、京都舞鶴港に寄港するクルーズ船観光客の実態に

関する調査を実施した。昨年 8 月から 10 月にかけて、主にオプショナルツアーに参加し

ない観光客の動向調査及び GPS ロガーを活用した回遊性調査を行った。その結果、観光

客の属性、訪問スポットと回遊ルート、そして観光消費額などが明らかになった。 

しかしながら、現地での調査で、クルーズ船受入機能に係る問題点が見出されたことか

ら、追加的な調査研究が必要となった。上記の舞鶴港での調査において、クルーズ船寄港

時におけるクルーズ船の受入環境の整備、クルーズ船客の円滑な乗下船の実現、二次交通

のアクセシビリティの向上、観光消費の促進、観光地情報の発信、京都舞鶴港を中心にし

た観光コースの設計といった諸課題が浮かび上がった。これらの項目は、寄港地の評価に

結びつくものであり、クルーズ船客船の寄港地選択にも大きな影響を与える（柴崎ほか

［2011］、藤生・高田［2012］・［2014］、吉澤ほか［2013］）。 

 そこで、本研究は、平成 28 年度「福知山公立大学研究活性化助成金」の研究内容をよ

り充実させるために、クルーズ船の受入機能に着目して、京都舞鶴港と他のクルーズ船受

入港の事例との比較事例調査に取り組んだ。なお、本研究の成果は、京都府商工労働観光

部や舞鶴市産業振興部と共有し、来年度以降にクルーズ船受入数の増加が見込まれる京都

舞鶴港の受入機能の強化に資するものする。 
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２ 本研究の概要 

 

 京都舞鶴港では、外航クルーズ船の受入機能の強化が進められる。これまでに、第 2 ふ

頭には 11 万 GT 級が、国際ふ頭には 13 万超 GT 級のクルーズ船がそれぞれ受け入れ可能

となっている。また、昨年 7 月に、旅客ターミナルが第 2 埠頭に整備され、CIQ（税関・

出入国管理・検疫）や観光案内などの拠点として活用される。 

京都舞鶴港のクルーズ船受入は急速に増加しており、受入機能の強化は急務の課題とな

っている。今年度の寄港回数は 17 回で、その大半はコスタクルーズ社が就航させた日本

発着のショートクルーズであった。来年度は、コスタ社のクルーズのみで 32 回を数え、

ほかにも初寄港のクルーズ船を受け入れる予定である。 

 本研究では、京都舞鶴港におけるクルーズ船受入機能に係る諸課題に関する知見を得る

ために、１）訪日クルーズ船客のインバウンド対応、２）クルーズ船受入環境の整備、３）

クルーズ船受入と観光地域づくりの 3 点に着目して、クルーズ船の受入を積極的に進める

国内の港湾への訪問調査を行った。 

なお、事例には、クルーズ船の寄港回数が増加する大都市の港湾（博多港）、地方都市の

港湾（清水港・高松港）、地方中小都市（油津港）を選んだ。（図表 1－1 を参照） 

 

＜図表 1‐1 訪問地の位置（丸囲）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（国土交通省［2016］「2015 年の我が国港湾へのクルーズ船の寄港回数及び訪日クル

ーズ旅客数について(確報)」より引用） 
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３ 事例分析① 博多港（福岡県） 

 

（１）概要 

 

 博多港は日本海に面し、上海港から 900 ㎞、釜山港から 200 ㎞に位置し、東アジアで重

要な天然の良港である。主に日中韓３カ国を廻る一週間内のショートクルーズの受入港と

なっている同港は、荒津地区、須崎ふ頭、博多ふ頭、中央ふ頭、東浜ふ頭、箱崎ふ頭、香

椎パークポート、アイランドシティから構成され、物流・人流の重要な拠点となっている。

中央ふ頭には国際ターミナルがあり、韓国の釜山港との定期客便で使用されている。 

近年は、円安やビザ発給要件の緩和により、博多港への外国クルーズ船の寄港が急増し、

博多港はクルーズ拠点港としての存在感を高めている。2008 年に外国クルーズ船が初寄港

し、2014 年度後半には中央ふ頭に「中央ふ頭クルーズセンター」が設置された。2016 年

の寄港数は 328 回を数えた。国土交通省によれば、博多港の訪日クルーズ旅客数とクルー

ズ船の寄港数は２年連続で全国１位であった。なお、外国船社が運航するクルーズ船は、

利用需要の大きい中国を母港としたものであり、中国→台湾→沖縄→九州→韓国→中国の

運航ルートが主となっている。 

 

（２）視察の目的 

 

 博多港への視察は、１）クルーズ船が寄港する際の受入実況を把握すること、２）受入

れの設備状況を把握すること、３）舞鶴国際埠頭クルーズ船誘致及び船客受入のための知

見を得ることの 3 点を目的とした。 

 

（３）視察結果 

 

博多港の中央ふ頭には、国際ターミナル（図表 3－1 中央赤囲み）とクルーズセンター

（図表 3‐1 左上赤囲み）が設置され、主にクルーズ船の受入を行っている。外国籍クル

ーズ船の寄港により、アジア各国との交流人口の増加が見込まれており、これに対応する

ため、クルーズ対応の旅客施設、交通広場の整備が行われ、国際交流拠点機能の充実が図

られている。 

今回の視察では、7 時に寄港したクルーズ船（図表 3‐2 の 49 番）を受け入れた状況を

確認することができた。上海港が始発港のため、ほとんどが中国籍の船客であった。 

 舞鶴港と同様、船客のオプショナルツアーを迎えるため、クルーズセンターバス駐車場

には大型バスが多数待機していた。行き先は福岡市内以外の大宰府天満宮などであった。

個人行動と見られる極めて少ない観光客がローカルバスを利用していた。2 年前までは、

博多駅などへのシャトルバスが運行されていたが、着岸時と出航直前時の以外の時間帯に

殆ど使われていなかったため、シャトルバスの運行は中止された。その代わりに、2 系統

のローカルバスをクルーズ船の着岸、出航時間に合わせて、走らせるように設定された（図

表 3‐4）。行き先は博多駅方面と天神方面である。クルーズ船乗務員達はこの 2 系統のバ

スの時間に合わないため、多くは国際ターミナルまで歩いて、他系統のバスを利用する。 
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＜図表 3－1 博多港中央ふ頭＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図表 3‐2 2017 年博多港外国クルーズ寄港スゲージュル 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図表 3‐3 クルーズセンターとツアーバス駐車場＞ 
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＜図表 3‐4 クルーズセンター始発のローカルバス時刻表と国際ターミナルのバス停＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図表 3－5 クルーズ乗務員の WIFI 利用などの行動＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜図表 3－6 国際ターミナル前多言語案内＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、外国籍クルーズ船を受け入れている箱崎ふ頭より国際ターミナルまでのフリーシ

ャトルバスが運行している。 

博多港はほぼ、一日一便のペースでクルーズ船を受け入れている。外国人船客が多く訪

れるため、日本語、韓国語、中国語、英語の案内標識がよく見られた。警備員が英語で外

国人船客に案内した風景を見かけた。多言語案内の充実ぶりがうかがえた。 

 乗務員らは専用出口（図表 3－5）よりセンター施設内に移動し、施設内で休憩、WIFI

利用していた。その後、市内などへ買い物に移動する。この行動は舞鶴港の状況と同様で

あった。 
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（４）考察 

 

１）オプショナルツアーについて 

 オプショナルツアーの行き先は、福岡市周辺の観光地、ショッピングモール、免税店な

ど多岐にわたる。しかし、舞鶴港の状況と同じく、市内での消費額は大きくない。福岡市

はさまざまな施策を計画したものの、想定を下回る状況がほとんどであった。 

中国人観光客による爆買いも終息しつつある。観光ツアーガイドの話によれば、観光客

を市内にショッピングに案内しても購買行動につながっておらず、観光消費を促進させる

施策の再考が求められているのである。 

ツアー会社は、自社の利益優先で訪問先を決めており、福岡市が提案する訪問スポット

はツアーの行程に盛り込まれることはない。ツアー会社と福岡市との間では思惑が異なっ

ている。ツアー会社は中国系の企業が多い。日本の旅行会社のビジネスモデルと異なり、

バックマージンの大きさによってツアーの内容が変わる。中国ツアー会社のルールに従う

ような行程を組成しなければならないのである。このようなモデルが形成されているので、

新規参入することは容易ではない。中国系統のツアー会社へのアプローチを検討する際に

は、非常に重要な点であると考える。 

 舞鶴市内での観光消費の促進には、イベントの開催、バスの増便、お土産品の開発とと

もに、オプショナルツアーを催行する会社へのアプローチも重要である。今後、舞鶴市が

ツアー会社の利益を考慮しながら、市内観光スポットを巡るツアーを組成する努力が求め

られるだろう。 

 

２）クルーズ船客による体験ツアー 

 スタッフへのインタビューのなかで、「多くの中国人船客ツアーが福岡市南区にあるモー

モーランド牧場に牧場体験をし、大変受けた。」と聞いた。この点について、モーモーラン

ド牧場に電話で確認したところ、「多くの時は千人程度の中国人船客が来られて、牧場の商

品を買ったり、牧場でのんびりしたりした。」とのことであった。 

ショッピングモールや観光地を訪問するよりも、体験できる場所への訪問の満足度が高

いことが分かった。舞鶴市においても、恵まれた自然資源を活用し、クルーズ船客向けの

農業体験や牧場体験などが用意することも一考の価値があると考える。 

 

３）レンタルサイクルの活用 

 博多港は天神地区と博多駅地区より距離があり、バス、タクシーの利用が主な交通手段

であった。舞鶴港の場合、博多港と比べて、市街地までの距離が近いことから、移動手段

の一つとして、レンタルサイクルを導入することも考えられる。市街地におけるサイクル

ぶらり旅を船客にアピールすることで、市内散策を促すのである。 

 

４）多言語案内の充実 

 博多港では、4 つの言語によるさまざまな案内が多数設置されており、外国人船客が非

常に便利に施設などを利用できる環境が整えられていた。舞鶴港においても、多言語案内

に力を入れることが重要であると考える。 
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４ 事例分析② 清水港（静岡県） ※附属資料①参照 

 

（１）概要 

 

 清水港は静岡県および山梨・長野県の玄関口として、物流拠点の役割を長く果たしてき

た。明治時代には茶葉とみかんの輸出港としてスタートし、現在では二輪車、自動車部品、

水産加工品、化学品などがコンテナで運ばれている。また、バルク物を運ぶ船の寄港も多

く、LNG 船、オイルタンカー、穀物船、鋼材船、チップ船、セメント船など、船種は多

岐にわたっている。しかし、高度経済成長時代とは異なり、輸出貨物の伸び悩み、そして

輸入製品の大都市港湾志向から、清水港の貨物取扱量は今後大きな伸びを期待できない状

態にある。そのような環境下、最近の 5 年間、クルーズ船の寄港が順調に伸びている。 

 

（２）クルーズ船寄港実績 

 

 2016 年には過去最高の 18 隻を記録した。その内、日本船社の運航船は 5 隻、外国船は

13 隻であった。 

 近年の寄港船は以下の通り。（複数回寄港あり） 

  ダイヤモンド・プリンセス（115,906GT） 

  サファイヤ・プリンセス（115,875GT）   

  セレブリティ・ミレニアム（90､963GT） 

  コスタ・ビクトリア（75,166GT）  

  飛鳥 II （50,142GT） 

  にっぽん丸 （22,472GT）  など。 

 2017 年の寄港は 36 回を予定している。これまで寄港した最大船型はダイヤモンド・プ

リンセス 115,906GT であった。 

 

（３）埠頭設備 

 

 これまで日の出埠頭を使用してきた。同埠頭は在来貨物船および駿河湾フェリーが主に

使用してきた多目的埠頭である。現在 20 万 GT 級船舶（クラス）まで係留可能となって

おり、ここをクルーズ船専用に変える予定である。岸壁延長 480m、水深 12m である。 

 しかし入港船が増えてきたため、日の出埠頭の残り半分もクルーズ船・貨物船共用埠頭

として整備する計画がある。その埠頭は 6 万 GT 級の船舶が停泊可能となる。岸壁延長

340m、水深は 7.5m から増深して 12m となる。 

 旅客ターミナルは無いが、2020 年までに建設予定である。 

  

（４）利便性 

 

 日の出埠頭は JR 清水駅から車で 5 分と至近である。商店街は清水駅前（西口）にある。

また飲食街は、埠頭から歩いて 5 分のエスパルス・ドリームプラザ、駅東口（海側）の「河
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岸の市」と「マグロ館」、およびその中間で静岡鉄道駅横の新清水付近にある。 

 大型商業店舗は、ヤマダ電機、ノジマ、ユニクロ、ハニーズ、ABC マート、そしていく

つかのドラッグストアがある。西友があったが閉店した。 

 

（５）最寄りの観光施設 

  

清水港の魅力は何と言っても富士山の眺望である。駿河湾を船で北上しながら見る富士

山は、世界からの船客を魅了する。また、清水港からの眺望も素晴らしい。 

 駿河湾は 2016 年、「世界で最も美しい湾クラブ」（本部フランス）への加盟を果たした。

日本からは富山湾、松島湾に次いで 3 例目である。 

清水港付近の主な観光地としては以下の通りである。 

 

１）清水地区 

  三保の松原、海水浴場、海洋スポーツ施設、ヨットハーバー、東海大学海洋博物館、

同自然史博物館、次郎長生家、次郎長の船宿（復元）、ちびまる子ちゃんランド、エス

パルス・ドリームプラザ、街中の寿司屋、河岸の市、マグロ館、日本平、久能山東照

宮、梅ヶ島、大井川鉄道と川根本町の寸又峡、巴川のアユ友釣りなど豊富である。 

２）その他近隣地区 

  富士山、浅間神社（静岡）、登呂遺跡（静岡）、茶の生産地、伊豆・箱根の温泉、朝間

高原、富士川沿いのゴルフ場群など。 

 

（６）クルーズ船歓迎イベント 

  

寄港クルーズ船すべてに対し、送迎イベントを行っている。中高大生によるブラスバン

ド演奏、園児の遊戯、清水芸妓の舞、和太鼓演奏、マーチング、ジャズ演奏、外国人用着

物気付体験、静岡茶試飲会、マスコットキャラクター「シズラ」の演技、清水港かっぽれ

舞踊などが催されている。  

 また、岸壁では、お茶、わさび、マグロ関連の商品や、イチゴ、地元の新鮮野菜、菓子

など、地元特産品の販売も積極的に行っている。 

 

（７）クルーズ船誘致港湾振興策 

 

１）「官民連携による国際クルーズ拠点」形成港として指定 

 国が募集した「官民連携による国際クルーズ拠点」形成港に応募し指定されたこと   

が 2017 年 1 月 31 日に発表された。これはクルーズターミナルを船社と官民連携で   

建設する代わりに埠頭の使用権を優先的に与えるものである。 

清水港はゲンティン香港社（本社香港：親会社はマレーシアのゲンティン・グループ）

と提携することになった。同社は 1993 年設立で、スタークルーズ、ドリームクルーズ、

クリスタルクルーズの 3 船社を保有して、アジア太平洋地域を中心に事業展開している。 

同社の提携理由は、富士山の存在、首都圏に近いこと、および静岡空港を利用してフラ

イアンドクルーズが可能であることが挙げられている。 
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２）臨港地区の整備 

清水港は物流で発展してきた港であることから、クルーズ船客を対象とした施設が欠け

ていた。そこで、2016 年 1 月「清水都心ウォーターフロント地区開発基本方針」と名付

けた整備計画を推進することを決定、2017 年 3 月 21 日に公表した。計画案によると、ク

ルーズ船が着岸する日の出埠頭を、大型船着岸に向けた埠頭の強化および 2 隻同時着岸を

可能とする埠頭整備を行うとともに、客船ターミナル建設を行うこととなっている。 

また、埠頭の後背地（旧東洋製缶工場跡地）に海洋文化拠点施設を整備し、清水駅東口

との間の遊歩道・緑地整備を行う。 

 

３）折戸湾再開発 

 日の出地区の再開発とは別に、清水港の一部である折戸湾奥の再開発計画が、民間の手

で策定された。「折戸湾再開発プラン作成推進会議」（会長 篠原正人）という団体で、静岡

経済同友会、清水木材産業協同組合などが中心になっている。 

 折戸湾奥は以前丸太の水面貯木場として長く使われてきたが、丸太の輸入が全くなくな

ったため全く使われなくなっている一方、丸太用のコンクリート杭が約 400 本海面に放置

されままとなっている。また、海岸は私有地が多く、親水空間としてはほとんど使えない

状態である。 

 この場所を「健康」「マリンレジャー」をキーワードにしたリゾート地に再開発する。具

体的には、海岸にボードウォークや砂浜を整備し、陸側にはホテル、健康管理施設、海洋

スポーツ施設、マリーナの拡充を行う計画を 2017 年 3 月に発表し、行政に提案した。 

 

４）客船誘致ワーキンググループ 

 静岡市では官民共同で「客船誘致ワーキンググループ」を設置し、客船誘致のための必

須条件を確認した。それによると、１）おもてなしの多言語化、2）清水港内のフリーWifi

設置、3）トイレの洋式化の 3 点について、官民協力の下推進を図ることとなった。 

 

（８）清水港の課題 

 

・日の出埠頭の受け入れ可能船型は 20 万 GT と言われているが、実際の岸壁強度はそれ

に耐えないことが判明している。したがって、クルーズ船が問題なく着岸するためには、

岸壁そのものの増強工事を行う必要がある。 

・港内が狭く、全長 400m の大型船が入港するためには、回頭の困難が予想される。他船

との錯綜を回避する方策がボトルネックとなろう。 

・地震・津波対策を施す必要がある。 

・人流と物流が混在する港であるがゆえの危険・混雑がある。臨港地区は基本的に私有地

となってしまっているために、工場・倉庫の再配置が難しい。特に、駅東口の至近に東

燃ゼネラル石油の大型タンクが林立しているため、誘客施設の立地がままならない。こ

の土地に、将来 LNG 火力発電所を建設するという計画が発表されたため、住民との間

で論議が起きている。 
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５ 事例分析③ 高松港（香川県） ※附属資料②参照 

 

（１）概要 

 

 高松港は四国の玄関口として、本州との間のフェリーサービスの拠点の役割を長く果た

してきた。しかし、明石海峡大橋・大鳴門橋や瀬戸大橋の開通によって、フェリー需要が

激減し減便が相次いだ。現在の便数は高松／宇野（岡山県）間週 10 便（2017 年度から 5

便に）および離島航路週 75 便である。 

 そのような環境下、最近の 5 年間、クルーズ船の寄港が順調に伸びている。 

 

（２）クルーズ船寄港実績 

 

 2016 年には過去最高の８隻を記録した。その内、日本船社の運航船は４隻、外国船は４

隻であった。 

 同年の寄港船は以下の通り。（複数回寄港） 

  飛鳥 II （50,142GT） 

  にっぽん丸 （22,472GT）   

  Caledonian Sky（4,200GT） 

 

（３）埠頭設備 

 

 これまで玉藻地区の客船岸壁を使用してきた。同埠頭はドルフィン設置により、現在５

万 GT 級船舶（飛鳥 II クラス）まで係留可能である。岸壁延長 310m、水深 10m である。 

 しかし、入港船の大型化が進んできたため、朝日地区のコンテナターミナルの使用を可

能にした。2017 年 1 月からは 12 万 GT 級のクルーズ船が寄港可能となる。 

 旅客ターミナルは主にフェリー客用に整備されている。同ターミナルからフェリー埠頭

までは屋根付きの通路が通っており、その先端からクルーズ船埠頭（玉藻地区）までは、

屋根はないものの至近距離である。 

 岸壁は木材によるボードウォークとタイルで非常にきれいに整備されている。緑地の手

入れも行き届いている。 

 また、クルーズ船埠頭には、2016 年 12 月に Wi-Fi ネットが整備された。 

 CIQ（税関・入管・検疫検査）は埠頭に仮設テントを張って実施している。 

 

（４）利便性 

 

 玉藻地区は JR 高松駅およびバスターミナル並びに商店街に近接（徒歩 5~10 分）して

おり、船客にとって利便性は高い。 

 

（５）最寄りの観光施設 

 高松港周辺の主な観光地としては、栗林公園、イサム・ノグチ庭園美術館と金刀比羅宮
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（海の神）が代表的である。また高松中央商店街もきれいに整備されている。 

 讃岐うどんを供する店は無数にあり、カジュアルフードとして地元住民、観光客共に人

気を集めている。 

 

（６）四国における高松港の位置付け 

 

 大型クルーズ船は高知港に寄港するケースが多い。地理的に概要から来航するのに便利

という事情がある。それに対し、高松港は瀬戸内海に位置し、他の大港湾との競争上不利

である。 

また、愛媛県の宇和島港は港湾全体の美観が良く、船客には人気が高い。 

 

（７）クルーズ船歓迎イベント 

 

 寄港クルーズ船すべてに対し、送迎イベントを行っている。和太鼓体験や高校生による

書道パフォーマンスと外国人用体験イベント、および古武士装束による火縄銃試射は、特

に人気がある。 

 また、地元特産品の販売も積極的に行っている。 

 

（８）高松港の課題 

 

・玉藻地区のクルーズ船埠頭は 5 万 GT クラスの船舶までしか係留できず、大きなボトル

ネックとなっている。朝日地区のコンテナターミナルで 12 万 GT クラスまで受け入れ

可能となったが、クルーズ船用の設備がなく、殺風景かつ市内へのアクセスも悪い。 

・港湾当局としては、大型船寄港の大幅増を狙うというより、小型ながらラグジュアリー

船の寄港を誘致していこうという方針を打ち出している。 

 

 

 

  



13 

 

 

６ 事例分析④ 油津港（宮崎県） ※附属資料③参照 

 

（１）概要 

 

 油津港は、宮崎県の日南海岸に位置する港であり、昭和 27 年に重要港湾に指定された。

昭和 30 年に港湾計画を策定後、防波堤や係留施設等の整備が進められ、平成 10 年にはコ

ンテナ船や RORO 船が接岸可能な東埠頭を供用開始し、より多くの貨物を取り扱えるよう

になっている。また、取扱貨物の品目別シェアについても輸出の 74％が紙・パルプ、輸入

の 96％が木材チップとなっており、港に木材チップを荷揚げ・保管するための集積所であ

るチップヤードが設置されていることが特徴である。 

そのような環境のもと、平成 28 年 9 月 26 日の第百九十二回国会における安倍内閣総理

大臣所信表明演説において「宮崎の油津港では、海外からのクルーズ船が、四年前の三倍

に増えました。英語での観光案内を地元の高校生たちが買って出るなど、地域に活気が生

まれています」という紹介がされ、クルーズ船の寄港についても注目が集まる。 

 

（２）クルーズ船寄港実績 

 

 2016 年には 22 隻を記録した。その内、日本船社の運航船は５隻、外国船は 17 隻であ

った。同年の寄港船は以下の通りである。（複数回寄港あり） 

  飛鳥 II （50,142GT） 

  にっぽん丸 （22,472GT）   

  ル・ソレアル（10,700GT） 

ゴールデン・プリンセス（108,865GT） 

ダイヤモンド・プリンセス（115,875GT） 

マリナー・オブ・ザ・シーズ（138,279GT） 

クァンタム・オブ・ザ・シーズ（167,800GT） 

レジェンド・オブ・ザ・シーズ（69,130GT） 

ボイジャー・オブ・ザ・シーズ（138,194GT） 

オベーション・オブ・ザ・シーズ（167,800GT） 

 

（３）埠頭設備 

 

 クルーズ船の寄港においては、東埠頭の 9 号岸壁および 10 号岸壁を跨って使用してい

る。また、9 号岸壁には全国で初となる着脱式の防舷材を設置する。これは、9 号岸壁は

通常、定期貨物船が利用する範囲でもあり、そこに大型客船用の大型防舷材を設置してし

まうと、定期貨物船の接岸に支障が出るという問題を解決するためである。なお、9 号岸

壁は延長 185 メートルで水深 10ｍ、10 号岸壁は延長 240ｍで水深 12ｍである。 

九州において 16 万 GT 級の船舶が停泊可能な港は、博多港、長崎港、八代港、油津港

の４つであり、九州における太平洋側の港としては唯一 16 万 GT 級の船舶を停泊させる

ことができる。 
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（４）利便性 

 

 最寄りの主要バス停（海岸通り）は徒歩 15 分程度、最寄りの主要駅（油津駅）は車で 5

分程度と至近である。また、ソーラスエリアを縮小したことにより、クルーズ船の寄港時

には、100 台を超えるバスが岸壁に隣接する形で待機が可能となっている。そのため、観

光客は下船後すぐにシャトルバス・ツアーバスへ乗ることが可能となっている。 

最寄りの商業施設としては、大型ショッピングセンターであるサピア日南や、はばたく

商店街 30 選にも選定された油津商店街がある。 

 

（５）最寄りの観光施設 

 

 油津市では、油津港から 90 分圏内をクルーズ船観光客の観光エリアと設定し、以下の

ような整理をしている。 

 

１）日南エリア（油津港から 30 分圏内） 

  ・鵜戸神宮 ・飫肥城下町 ・堀川運河 ・サンメッセ日南 ・港の駅「めいつ」 

  ・亜熱帯作物支場 ・道の駅「なんごう」 ・水中観光船 ・シーカヤック体験 

  ・花立公園＆ゴルフ場 ・猪八重渓谷＆森林セラピー ・北郷温泉 

２）宮崎南・串間エリア（油津港から 60 分圏内） 

  ・都井岬 ・道の駅「フェニックス」 ・坂元棚田 ・青島 ・こどもの国 

  ・イルカランド 

３）宮崎北・綾・都城エリア（油津港から 90 分圏内） 

  ・綾「酒泉の杜」 ・綾大吊り橋＆照葉樹林 ・西都原古墳群 ・高千穂牧場 

・関之尾の滝 ・シーガイア 

 

（６）クルーズ船受け入れのための取り組みについて 

 

１）受け入れ体制の整備 

・民間企業との連携については「日南市油津港外国クルーズ船受入対応協議会」を設置

し協議を行う（商工会議所、商業者、観光関連事業者で構成）。 

・近隣自治体との連携については「宮崎県南部広域観光協議会」を設置し協議を行う（南

部 10 市町、県、国の出先機関で構成）。 

・その他にも、官公庁連絡協議会（警察、消防、病院、保健所など）、埠頭調整会議（寄

港ごとに港湾事業者、港湾管理者と開催）、油津港クルーズ船サポートクラブ設立（寄

港情報メール配信）などを実施。 

 

２）宮崎県南部広域観光協議会の取り組み 

・油津港から車で 90 分圏内を観光圏と設定し、日南市を超えて広域での観光ルートの

作成を図る。 

・協議会で、外国クルーズ船寄港時の旅行会社のツアー造成担当を宮崎県南部に招聘。

10 市町の職員で、それぞれの観光地の説明や意見交換を実施。平成 28 年は 1 月 22
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～24 日の日程で実施した。 

・協議会で、10 市町の観光施設やレストランなどの調査を実施。一定のフォーマットで、

港からの所要時間、駐車場収容台数、wi-fi の有無などの情報をまとめたデータを作成

し、旅行会社のツアー造成に活用してもらう。 

・ツアーバスの取り回しや待機場所の確保などを、協議会が旅行社および地元関係者と

ともに視察・協議。寄港地観光ツアー造成会社と積極的な連携を行う。 

 

３）油津商店街との連携 

・無料シャトルバスの運行 

…乗務員、ツアーに参加しない乗客を油津商店街に誘致。運行経費は市が負担。 

…着港 30分後から出航 1時間前まで 3～4台のバスを運行。30分間隔としているが、

実際は 10 分間隔ほどでバスに乗ることができる。 

…しかし、運行回数が多くなってきたため、現在では有料化を検討中（１日利用で 500

円）。 

・油津周遊パンフの配布 

…油津周辺の散策に必要な情報提供 

・通訳ガイドの配置 

  …登録者 110 名。寄港時には１日約 20～30 人が参加。 

  …港の案内所、商店街、バス停、駅に配置。 

・商店街、市街地での歓迎盛り上げ 

…歓迎ステッカー、通りには歓迎のぼりの設置 

…商店街では、休憩所の提供、写真スポットの設置など 

 

４）港での物産展、イベントの開催 

・エアドーム式テントを２基導入し、寄港時にはその下に物産エリアを設置。エアドー

ム式テントの導入により、それまで設営・撤去に必要だった時間を 3 日から１日に大

幅短縮。 

・乗船客以外も物産展を利用することができ、船も間近で見ることができるため、乗船

客以外も 1 日 300～400 人程度の観光客が港に来る。 

・花火大会のある油津港まつりについては、飛鳥Ⅱの希望日に合わせて実施する。 

 

（７）油津港の課題 

 

１）港湾物流との調整 

 人流と物流が混在する港であるため、今後クルーズ船の着港が増えると、その調整業務

がより煩雑となる。特に、製紙関係のトラックとシャトルバス・ツアーバスとが円滑に動

けるように調整をする必要がある。 

 

２）陸上交通網の整備 

公共交通機関が貧弱で、ツアー旅行以外の観光について限られたところにしか行け な

い状況にある。市を超えた広域な観光コースの造成が望まれる。  
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７ まとめ 

 

 本研究は、京都舞鶴港におけるクルーズ船受入機能に係る諸課題に関する知見を得るた

めに、１）訪日クルーズ船客のインバウンド対応、２）クルーズ船受入環境の整備、３）

クルーズ船受入と観光地域づくりの観点から、他のクルーズ船寄港地への訪問調査を行っ

たものである。今回の調査による発見事実は下記の通りである。 

 まず、博多港では、中国発着のクルーズ船の拠点港であることから、中国語を中心にし

た多言語対応がなされ、ターミナルの整備やツアーバスの受入体制が進んでいた。博多港

と中心部との間には、シャトルバスではなく、公共交通を活用した二次交通網が形成され

ていた。ツアー会社の意向がクルーズ船客の観光行動に大きな影響を及ぼしており、寄港

地が有する観光スポットへの誘客は容易ではなかった点が分かった。 

 次に、清水港は、圧倒的な競争力を有する観光資源である富士山を強みにして、外航ク

ルーズ船の誘致に力を入れていた。香港のクルーズ船社と連携し、アジア観光客をターゲ

ットにして、静岡空港を活用したフライ＆クルーズも目指していた。他方で、清水港にお

けるクルーズ船受入の港湾施設の整備はまだこれからの状態である。狭隘な港湾の中で物

流と人流が混在する状況にあり、安全性と効率性の確保が大きな課題となっていた。また、

地元の接客に対する熱意についても、改善の余地が多い。 

 第 3 に、高松港では、長らくフェリーサービスの拠点であり、クルーズ船の受入は緒に

就いたばかりであった。しかし、フェリー客で慣れているため、経験を有効に生かしてい

る。新しく整備したクルーズ船埠頭はバース 5 万 GT の着岸が限度である。それより大き

いクルーズ船は、既存のコンテナ用埠頭を活用することで、12 万 GT 級の寄港を可能にし

ている。また、四国には外洋から便利な高知港や宇和島港があることから、高松港は瀬戸

内海の諸港と優位性を争うことになり、大型船の誘致は容易ではない。同港では、小型で

ラグジュアリークラスのクルーズ船を誘致する方針が打ち出されていた。 

 第 4 に、油津港は、人口 5 万人程度の日南市に位置するが、16 万 GT 級のクルーズ船の

受入可能港湾であり、主に中国と台湾発着のクルーズ船を受け入れていた。周辺地域や関

係機関と協議会を立ち上げ、ツアーを造成する旅行会社に積極的な働きかけを行っていた。 

また、定期貨物船との関係で、旅客ターミナル等の施設は整備されていない。しかし、ソ

ーラスエリアの設計を工夫して、岸壁での 100 台を超えるバスの待機やエアドームを活用

した物産展の開催などを実施し、クルーズ船客の満足度の向上に努めていた。 

 これらの調査結果から、京都舞鶴港の受入機能強化に向けた提案が 4 点挙げられる。ま

ず、クルーズ催行会社と互恵的な関係性を構築することである。京都舞鶴港であれば、コ

スタ社のビジネスモデルとターゲットを把握し、中長期的な戦略策定が重要になるだろう。

次に、物流機能との共存について検討することである。いずれの港湾も、クルーズ船の受

入にあたって、既存の施設との調整が課題となっており、港湾利用の効率化は必須の課題

と考える。第 3 に、クルーズ船客向けの港湾施設を整備することである。シームレスな乗

下船を実現するために、少なくとも旅客ターミナルの充実と岸壁での大型バスの待機は検

討しなければならないだろう。最後に、周辺観光地との連携である。寄港地が周辺観光地

の出発点であると位置づけ、オプショナルツアーの造成に注力するのはもちろんのこと、

二次交通網の充実、観光情報の提供、そして物産展の開催などが求められるだろう。 
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今後も、引き続き、他の港湾地の情報を収集・整理し、京都舞鶴港のクルーズ船寄港地

としての競争力を高める知見を得る努力をしていきたい。 
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s
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高
松

港
の

岸
壁

施
設

K
ag

aw
a 

P
re

fe
ct

ur
e

P
o
r
t
 o

f 
T
a
k
a
m

a
t
s
u

延
長

31
0m

水
深

10
m

泊
地

（
回

頭
）

50
0m

航
路

幅
25

0m



K
ag

aw
a 

P
re

fe
ct

ur
e

P
o
r
t
 o

f 
T
a
k
a
m

a
t
s
u

W
i-F

i施
設

W
i-F

i  
A

re
a

(既
存

施
設

)

W
i-F

i  
A

re
a

（
新

た
に

整
備

）
※

H
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.1
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K
ag

aw
a 

P
re

fe
ct

ur
e

P
o
r
t
 o

f 
T
a
k
a
m

a
t
s
u

ク
ル

ー
ズ

客
船

の
寄

港
推

移

024681012

20
13

年
20

14
年

20
15

年
20

16
年

20
17

年

（
予

定
）

20
18

年

（
予

定
）

日
本

船
籍

外
国

船
籍

3

6

5

8

1
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 O

F
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R
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0
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20
15

20
16

20
17

(岸
壁

予
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実
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と
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定
※

予
定
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予
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S
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n
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 C
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism 

篠原正人委員 
高松港ご視察 説明資料 

平成29年3月7日 

四国地方整備局 港湾空港部 



1 

○
高

松
港

は
東

か
ら

「
屋

島
地

区
」
、

「
朝

日
地

区
」
、

「
玉

藻
地

区
」
、

「
西

浜
地

区
」
、

「
弦

打
地

区
」
、

「
香

西
地

区
」
、

「
神

在
地

区
」
、

「
生

島
地

区
」
の

8
地

区
で

構
成

。
人

流
機

能
は

「
玉

藻
地

区
」
、

生
産

機
能

と
物

流
機

能
は

「
朝

日
地

区
」
に

集
積

。
 

○
平

成
2
7
年

の
コ

ン
テ

ナ
取

扱
貨

物
量

は
約

4
万

T
E
U

（
四

国
第

2
位

）
。

ま
た

、
フ

ェ
リ

ー
貨

物
量

は
1
,6

0
2
万

ト
ン

（
全

国
第

9
位

）
、

船
舶

乗
降

人
員

数
は

約
2
3
5
万

人
（
全

国
第

6
位

）
。

 

高
松

港
の

概
要

 

【
最

近
の

動
向

】
 

《
高

松
港

の
全

景
》
 

①
朝

日
地

区
に

お
い

て
、

平
成

1
7
年

度
よ

り
国

際
物

流
タ

ー
ミ

ナ
ル

整
備

事
業

を
実

施
中

。
平

成
2
4
年

に
、

水
深

1
2
m

の
耐

震
強

化
岸

壁
の

暫
定

供
用

を
開

始
。

 
②

平
成

2
9
年

2
月

の
地

方
港

湾
審

議
会

に
お

い
て

、
水

深
1
2
m

の
耐

震
強

化
岸

壁
に

接
続

す
る

臨
港

道
路

の
計

画
を

変
更

。
ま

た
水

深
1
0
m

の
物

資
補

給
岸

壁
を

新
た

に
計

画
。

 
③

高
松

～
宇

野
間

を
運

航
し

て
い

る
四

国
フ

ェ
リ

ー
（
株

）
は

、
利

用
客

数
の

低
迷

に
よ

り
、

平
成

2
9
年

4
月

か
ら

5
便

/
日

に
減

便
す

る
予

定
（
現

在
は

1
0
便

/
日

）
。

 
④

平
成

2
8
年

は
高

松
港

に
ク

ル
ー

ズ
船

が
８

隻
寄

港
。

一
方

で
、

大
型

ク
ル

ー
ズ

船
に

対
応

し
た

岸
壁

を
確

保
す

る
こ

と
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
 

⑤
県

は
、

サ
ン

ポ
ー

ト
高

松
に

新
香

川
県

立
体

育
館

の
建

設
を

計
画

。
ま

た
Ｊ
Ｒ

四
国

は
、

高
松

駅
前

に
新

ホ
テ

ル
「
J
R

ク
レ

メ
ン

ト
イ

ン
高

松
」
の

建
設

を
計

画
。

 

【
外

貿
】
 

韓
国

・
中

国
航

路
（
6便

/週
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
内

貿
】
 

阪
神

航
路

（
1
便

/週
） 

や
し

ま
 

あ
さ

 
ひ

 
た

ま
 

も
 

に
し

 は
ま

 
つ

る
 う

ち
 

こ
う

 
ざ

い
 

し
ん

 
ざ

い
 

い
く
 

し
ま

 

平
成

2
8
年

1
1
月

撮
影

 

国
際

物
流

タ
ー

ミ
ナ

ル
整

備
事

業
（
①

）
 

 
岸

壁
（
-1

2m
）
（
耐

震
）
（
暫

定
供

用
中

）
 

 
航

路
・
泊

地
（
-1

2m
）
、

ふ
頭

用
地

、
 

 
臨

港
道

路
 

岸
壁

（
-1

0m
）
改

良
 

等
 

神
戸

行
き

（
4
便

/
日

）
 

   
 

 

宇
野

行
き

 

ジ
ャ

ン
ボ

フ
ェ

リ
ー

 

四
国

フ
ェ

リ
ー

（
③

）
 

※
H

2
9
.4

か
ら

5
便

/
日

に
減

便
 

フ
ェ

リ
ー

・
旅

客
船

（
離

島
）
 

朝
日

地
区

コ
ン

テ
ナ

タ
ー

ミ
ナ

ル
 

離
島

行
き

（
約

7
5
便

/
日

）
 

エ
ネ

ル
ギ

ー
搬

入
拠

点
 

石
油

製
品

、
Ｌ

Ｎ
Ｇ

等
 

（
1
0
便

/
日

）
 

朝
日

地
区

 
あ

さ
ひ

 

玉
藻

地
区

 
た

ま
も

 

   
 

 
新

体
育

館
 

建
設

予
定

地
（⑤

）
 

   
 

 
新

ホ
テ

ル
 

建
設

予
定

地
（⑤

）
 

利
用

岸
壁

を
移

転
予

定
 

※
今

後
、

大
型

ク
ル

ー
ズ

船
（
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
・
プ

リ
ン

セ
ス

（
定

員
約

2
,7

0
0
名

）
）
を

受
入

れ
予

定
（
④

） 
港

湾
計

画
変

更
（
②

）
 

 （H
29

.2
.8

 
地

方
港

湾
審

議
会

）
 

 
臨

港
道

路
の

法
線

変
更

、
 

 
物

資
補

給
岸

壁
の

新
規

計
画

 
ク

ル
ー

ズ
船

利
用

岸
壁

（
④

）
 

飛
鳥

Ⅱ
（
定

員
約

8
70

名
） 

な
ど

 



2 

○
高

松
港

へ
の

ク
ル

ー
ズ

船
の

20
1
6年

の
寄

港
回

数
は

、
対

前
年

比
1.

6倍
の

8
回

に
増

加
。

 
○

2
0
1
6
年

12
月

ま
で

に
朝

日
地

区
で

の
大

型
ク

ル
ー

ズ
船

（
12

万
ト

ン
級

）の
受

入
環

境
が

整
っ

た
。

 

朝
日

地
区

 
（
2
0
1
7
年

か
ら

寄
港

可
能

）
 

玉
藻

地
区

 
（
2
0
1
6
年

寄
港

回
数

：
8
回

）
 

1 
 

0 
 

1 
 

1 
 

2 
 

2 
 

4 
 

3 
 

7 
 

5 
 

2 
 

4 
 

3 
 

4 
 

012345678910

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

外
国

船
社

 
日

本
船

社
 

出
典

；
港

湾
管

理
者

へ
の

聞
き

取
り

を
基

に
国

土
交

通
省

港
湾

局
作

成
 

主
な

寄
港

船
舶

 

ク
ル

ー
ズ

船
受

入
箇

所
 

カ
レ

ド
ニ

ア
ン

ス
カ

イ
 

（
ノ

ー
ブ

ル
・
カ

レ
ド

ニ
ア

社
）
 

総
ト

ン
数

：
4
,2

0
0
ｔ 

全
 

 
長

：
9
0
.6

ｍ
 

乗
客

定
員

：
1
0
1
人

 

飛
鳥

Ⅱ
 

※
写

真
は

香
川

県
提

供
 

（
郵

船
ク

ル
ー

ズ
社

）
 

総
ト

ン
数

：
5
0
,1

4
2
ｔ 

全
 

 
長

：
2
4
1
ｍ

 
乗

客
定

員
：
8
7
2
人

 
5
 

6
 

6
 

8
 

7
 

4
 

（
年

）
 

（
回

）
 

高
松

港
の

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
実

績
 

高
松

港
に

お
け

る
ク

ル
ー

ズ
船

の
寄

港
状

況
 

コ
ン

テ
ナ

タ
ー

ミ
ナ

ル
 

3
 



四
国

の
港

湾
へ

の
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

状
況

 

○
 四

国
へ

の
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

は
、

平
成

2
8
年

に
過

去
最

高
の

5
6
回

（
前

年
比

1
.5

倍
）
、

う
ち

外
国

船
寄

港
回

数
は

3
6
回

 
 

 
（
前

年
比

2
.1

倍
）
と

な
っ

た
。

ま
た

、
平

成
2
9
年

の
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

予
定

回
数

は
、

9
8
回

（
前

年
比

1
.7

5
倍

）
を

予
定

。
 

○
 四

国
へ

の
ク

ル
ー

ズ
船

訪
日

乗
降

客
数

は
、

平
成

2
8
年

約
5
5
,7

0
0
0
人

（
前

年
比

1
2
.1

倍
）
に

急
増

し
た

。
 

2
0
1
4
年

（
実

績
）

2
0
1
5
年

（
実

績
）

2
0
1
6
年

（
実

績
）

外
国

人
旅

客
数

(人
)

四
国

　
計

約
2
,6

0
0

約
4
,6

0
0

約
5
5
,7

0
0

(前
年

比
)

(1
.8

倍
) 

(1
2
.1

倍
)

注
：
上

記
は

港
湾

管
理

者
へ

の
聞

き
取

り
を

も
と

に
、

国
土

交
通

省
四

国
地

方
整

備
局

に
て

作
成

。

　
 ：

上
記

は
寄

港
地

ご
と

に
集

計
し

て
い

る
た

め
、

同
一

の
旅

客
が

複
数

の
寄

港
地

を
訪

れ
た

場
合

は
重

複
し

て
計

上
さ

れ
て

い
る

。

　
 

（
回

）
 

（
予

定
）
 

H
2
8
.6

 高
知

港
へ

初
入

港
し

た
ク

ァ
ン

タ
ム

・
オ

ブ
・
ザ

・
シ

ー
ズ

 

ク
ル

ー
ズ

船
に

よ
り

四
国

を
訪

れ
た

訪
日

乗
降

客
数

 

訪
日

旅
行

客
と

の
交

流
 

よ
さ

こ
い

踊
り

で
お

見
送

り
 

ふ
頭

で
の

地
元

特
産

品
等

の
販

売
 

フ
リ

ー
W

i-
F
iス

ポ
ッ

ト
 

■
 諸

 
元

 

総
ト

ン
数

：
1
6
8
,6

6
6
ト

ン
 

全
 

 
長

：
 3

4
8
ｍ

 
全

 
 

幅
：
  
4
1
ｍ

 
喫

 
 

水
：
 8

.5
ｍ

 
マ

ス
ト

高
：
6
2
.5

ｍ
 

3
5

4
4

3
1

1
1

2
2

1
1

2
2

1
1

3
1

1

4
6

6
4

6
15

2
6

11
9

8

23
1

1

3
5

3
7

6

1

1

2

4
3

10

9

1

1
1

1

5
3

9
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3
1

1
4

4

1

1

1
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3

1

1

2

1

1

1

1

5
8
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8

3
3

3

3

4

7

7
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5
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00

5)
H1

8
(2

00
6)

H1
9

(2
00

7)
H2

0
(2

00
8)
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00
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01
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01
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01

3)
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6
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01
4)

H2
7

(2
01

5)
H2

8
(2

01
6)

徳
島

小
松

島

高
松

坂
出

詫
間

宮
浦

（
直

島
）

坂
手

（
小

豆
島

）

内
海

（
小

豆
島

）

松
山

今
治

新
居

浜

宇
和

島

八
幡

浜

長
浜

高
知

あ
し

ず
り

宿
毛

湾

四
国

の
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

の
推

移
（外

国
船

社
と

日
本

船
社

の
合

計
） 

5
4
 

3
7
 

3
6
 

2
8
 

2
6
 

2
6
 

3
6
 

3
8
 

4
4
 

3
6
 

2
8
 

2
5
 

3 



四
国

の
港

湾
の

ク
ル

ー
ズ

に
関

す
る

主
な

ト
ピ

ッ
ク

ス
 

○
 瀬

戸
内

海
の

離
島

や
小

豆
島

な
ど

ク
ル

ー
ズ

本
船

で
直

接
寄

港
で

き
な

い
港

に
お

い
て

、
テ

ン
ダ

ー
ボ

ー
ト

（
通

船
）
に

よ
り

乗
客

を
案

内
す

る
ツ

ア
ー

を
実

施
、

瀬
戸

内
国

際
芸

術
祭

2
0
1
6
な

ど
の

鑑
賞

。
 

○
 高

知
港

に
お

い
て

、
ク

イ
ー

ン
・
エ

リ
ザ

ベ
ス

が
平

成
3
0
年

3
月

2
1
日

 四
国

で
初

め
て

入
港

す
る

こ
と

が
決

定
。

ま
た

、
高

知
港

に
て

旅
客

タ
ー

ミ
ナ

ル
施

設
の

整
備

を
発

表
、

H
3
0
.6

供
用

予
定

。
 

○
 平

成
2
8
年

1
0
月

1
7
日

宇
和

島
港

に
て

外
国

ク
ル

ー
ズ

船
「
ロ

ス
ト

ラ
ル

」
の

寄
港

に
あ

わ
せ

、
四

国
で

初
め

て
臨

時
の

消
費

税
免

税
店

（
臨

時
販

売
場

）
が

出
店

、
地

元
宇

和
海

産
の

真
珠

な
ど

を
販

売
。

 
○

 全
国

ク
ル

ー
ズ

活
性

化
協

議
会

に
新

た
に

須
崎

市
が

加
盟

（
H

2
8
.6

.2
7
）
、

四
国

で
は

計
1
2
団

体
。

 

宇
和

島
港

で
の

臨
時

免
税

店
の

様
子

 
テ

ン
ダ

ー
ボ

ー
ト

（通
船

）を
利

用
し

た
離

島
へ

の
観

光
 

通
船

を
利

用
し

て
の

移
動

 

通
船

か
ら

沖
泊

中
の

本
船

へ
乗

船
 

（
出

典
：
商

船
三

井
客

船
オ

フ
ィ

シ
ャ

ル
サ

イ
ト

）
 

※
青

色
は

、
1
日

目
に

通
船

ま
た

は
テ

ン
ダ

ー
ボ

ー
ト

を
利

用
し

て
 

 
 

移
動

し
た

ル
ー

ト
 

 
 赤

色
は

、
2
日

目
に

通
船

ま
た

は
テ

ン
ダ

ー
ボ

ー
ト

を
利

用
し

て
 

 
 

移
動

し
た

ル
ー

ト
 

 
 灰

色
は

、
本

船
で

の
移

動
ル

ー
ト

 

株
）
う

わ
じ

ま
産

業
振

興
公

社
 出

店
状

況
 

宇
和

島
港

に
ロ

ス
ト

ラ
ル

寄
港

 

4 



5 

 
全

国
1
2
0
の

港
湾

管
理

者
や

地
方

自
治

体
の

首
長

で
構

成
 

（
平

成
2
8
年

9
月

1
日

現
在

）
 

 
【
北

海
道
(
13

)】
 
室
蘭
市
、
苫

小
牧
港
管
理
組
合
、
稚
内
市
、
函
館
市
、
小
樽
市
、
釧
路
市
、
留
萌
市
、
 

 
 
 
 
 
 
 
 
広
尾
町
、
網

走
市
、
根
室
市
、
利
尻
富
士
町
、
礼
文
町
、
利
尻
町
 

【
東
 
北
(
16

)】
 
青
森
県
、
岩

手
県
、
宮
城
県
、
石
巻
市
、
秋
田
県
、
山
形
県
、
福
島
県
、
宮
古
市
、
 

 
 
 
 
 
 
 
 
大
船
渡
市
、

久
慈
市
、
秋
田
市
、
能
代
市
、
男
鹿
市
、
酒
田
市
、
青
森
市
、
む
つ
市
 

【
関
 
東
 
(7
)】

 
 茨

城
県
、
千

葉
県
、
東
京
都
、
横
浜
市
、
大
洗
町
、
館
山
市
、
木
更
津
市
 

【
北
 
陸
(
11

)】
 
新
潟
県
、
新

潟
市
、
富
山
県
、
石
川
県
、
福
井
県
、
敦
賀
市
、
高
岡
市
、
輪
島
市
、
 

 
 
 
 
 
 
 
 
射
水
市
、
佐

渡
市
、
金
沢
市
 

【
中
 
部
(
10

)】
 
岐
阜
県
、
静

岡
県
、
静
岡
市
、
御
前
崎
市
、
愛
知
県
、
名
古
屋
港
管
理
組
合
、
 

 
 
 
 
 
 
 
 
蒲
郡
市
、
三

重
県
、
四
日
市
港
管
理
組
合
 

【
近
 
畿
(
13

)】
 
 京

都
府
、
舞

鶴
市
、
大
阪
府
、
堺
市
、
大
阪
市
、
兵
庫
県
、
神
戸
市
、
姫
路
市
、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

奈
良

県
、
和
歌
山
県
、
和
歌
山
市
、

新
宮

市
、

御
坊

市
 

【
中
 
国
(
16
)】

 
 鳥

取
県
、
鳥
取
市
、
境
港
管
理
組
合
、
境
港
市
、

島
根
県
、
松
江
市
、
岡
山
県
、
 

 
 
 
 
 
 
 
 
広
島
県
、
広
島
市
、
呉
市
、
山
口
県
、
下
関
市
、

玉
野
市
、
福
山
市
、
浜
田
市
 

 
 
 
 
 
 
 
 
尾
道
市
 

【
四

 
国
(
1
2
)
】
 
 徳

島
県
、
香
川
県
、
坂
出
市

、
愛

媛
県

、
松
山
市

、
 

 
 

 
 
  
  
 今

治
市
、

宇
和
島
市
、
高
知
県

、
新
居

浜
港
務
局

、
 

 
 
 

 
 
  
  
小

松
島
市

、
宿

毛
市

、
須

崎
市

（H
28

.6
.2

7加
盟

）
 

【
九

 
州
(
18
)】

 
 福

岡
県
、
北

九
州
市
、
福
岡
市
、
佐
賀
県
、
長
崎
県
、
佐
世
保
市
、
熊
本
県
、
大
分

県
、
 

 
 
 
 
 
 
 
 
宮
崎
県
、
宮

崎
市
、
日
南
市
、
日
向
市
、
鹿
児
島
県
、
唐
津
市
、
伊
万
里
市
、
八
代

市
、
 

 
 
 
 
 
 
 
 
熊
本
市
、
中

津
市
 

【
沖
 
縄
 
(4
)】

 
 沖

縄
県
、
那

覇
港
管
理
組
合
、
宮
古
島
市
、
石
垣
市
 

  
 
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
 
 国

土
交
通
省
港
湾
局
、
海
事
局
、
観
光
庁
、
国
土
政
策
局
、
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 日

本
旅
行
業
協
会
（
J
AT
A）

、
全
国
旅
行
業
協
会
（
A
NT
A）

、
 

 
  
  
  
  
  
  
  
  
日
本
外
航
客
船
協
会
（
J
OP
A）

、
日
本
観
光
振
興
協

会
、
日
本
政
府
観
光
局
（
J
NT
O）

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
  
 
  

 
  

 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

  
成

時
体

 

○
四

国
に

お
け

る
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

促
進

の
取

り
組

み
 

○
全

国
ク

ル
ー

ズ
活

性
化

会
議

 
＜

目
的

＞
 

＜
構

成
員

＞
（
会

長
：
横

浜
市

長
）
 

  
全

国
レ

ベ
ル

で
ク

ル
ー

ズ
振

興
や

誘
致

に
係

る
必

要
な

情
報

の
共

有
や

意
見

交
換

を
行

う
と

と
も

に
、

各
地

域
に

共
通

す
る

課
題

の
解

決
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

港
を

通
じ

た
地

域
振

興
や

経
済

の
活

性
化

等
に

資
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
設

置
 


管

内
の

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
促

進
の

支
援

 


ク
ル

ー
ズ

統
計

の
毎

月
の

集
計

・公
表

 

ク
ル

ー
ズ

船
の

寄
港

促
進

に
向

け
た

取
り

組
み

に
つ

い
て

 

○
港

を
起

点
と

し
た

観
光

情
報

を
発

信
す

る
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
 

•
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港
時
に
お
け
る
臨
時
の
消
費
免
税
店
出
店
に
関
す
る
支
援

（
宇

和
島
港

）
 

•
み

な
と

オ
ア

シ
ス
を
活
用
し
た
お
も
て
な
し
空
間
の
形
成
（
宇
和
島
港
）
 

•
老

朽
化

施
設

の
改
修
に
あ
わ
せ
た
ク
ル
ー
ズ
船
受
入
れ
環
境
の
整
備
（
徳
島

小
松

島
港
) 

•
瀬

戸
内

・
海

の
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
に
よ
る
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
地
で
の

歓
迎

イ
ベ
ン

ト
支
援
 

•
ク

ル
ー

ズ
船

社
と
港
湾
管
理
者
に
よ
る
商
談
会
の
開
催
 

•
ク

ル
ー

ズ
船

社
が
必
要
と
す
る
寄
港
地
情
報
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
発
信
 

•
既

存
施

設
に

お
け
る
ク
ル
ー
ズ
船
利
用
時
の
レ
イ
ア
ウ
ト
指
針
の
検
討
 

■
高

松
港

周
辺

観
光

情
報

 
 

 
 

・
讃

岐
う

ど
ん

 
 

 
 

・
レ

ア
シ

ュ
ガ

ー
 

 
 

 
・
高

松
中

央
商

店
街

 
 

 
 

・
栗

林
公

園
 

ア
ク

セ
ス

U
R

L：
ht

tp
://

w
w

w
.m

lit
.g

o.
jp

/k
an

ko
ch

o/
cr

ui
se

/ 

・
玉

藻
公

園
 

・
金

刀
比

羅
宮

 
・
地

中
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
 

・
イ

サ
ム

・
ノ

グ
チ

庭
園

美
術

館
 

・
寒

霞
渓

 
・
高

松
花

火
大

会
 

・
盆

栽
園

 
・
瀬

戸
大

橋
と

多
島

美
 

 

http://www.mlit.go.jp/kankocho/cruise/
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四
国

・
瀬

戸
内

海
の

魅
力

を
活

か
し

た
ク

ル
ー

ズ
振

興
～

寄
港

地
を

核
と

し
た

広
域

観
光

～
 

●
姫

路
(姫

路
城

)：
約

6
時

間
 

●
高

松
(栗

林
公

園
)・

坂
出

(瀬
戸

大
橋

)：
約

6
時

間
 

●
鳴

門
(う

ず
し

お
)・

淡
路

島
(人

形
浄

瑠
璃

)：
約

6
時

間
 

●
琴

平
(金

刀
比

羅
宮

)：
約

7
時

間
 

●
鳴

門
(大

塚
国

際
美

術
館

・
霊

山
寺

)：
約

6
時

間
 

●
三

好
(大

歩
危

・
小

歩
危

、
祖

谷
の

か
ず

ら
橋

)：
約

6
時

間
 

【
事

例
】
1
0
月

1
1
日

に
っ

ぽ
ん

丸
寄

港
(徳

島
小

松
島

港
：
1
1
:0

0
～

1
9
:0

0
) 

全
長

2
9
4
m

 

全
長

1
4
2
m

 

総
ト

ン
数

 
1
0
,9

4
4
ト

ン
 

総
ト

ン
数

 
9
0
,2

2
8
ト

ン
 

1
0
月

1
8
日

(日
) 

宇
和

島
港

 

1
0
月

 2
日

(金
) 

高
知

港
 

1
0
月

1
8
日

(日
) 

高
知

港
 

全
長

2
4
1
m

 

総
ト

ン
数

 
5
0
,1

4
2
ト

ン
 

外
国

船
社

：
ラ

グ
ジ

ュ
ア

リ
ー

タ
イ

プ
 

［
1泊

40
0Ｕ

Ｓ
＄

～
］
 

（
例

）
ル

・
ソ

レ
ア

ル
 

   

 総
ト

ン
数

1
0
,7

0
0
ト

ン
 

全
長

1
4
2
m

、
喫

水
4
.8

m
 

旅
客

定
員

2
6
4
人

 
  

外
国

船
社

：
プ

レ
ミ

ア
ム

タ
イ

プ
 

［
1泊

20
0Ｕ

Ｓ
＄

～
］
 

（
例

）
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
・
プ

リ
ン

セ
ス

 
  

 総
ト

ン
数

1
1
5
,8

7
5
ト

ン
 

全
長

2
9
0
m

、
喫

水
8
.5

m
 

旅
客

定
員

 
2
,6

7
0
人

 

外
国

船
社

：
カ

ジ
ュ

ア
ル

タ
イ

プ
 

［
1泊

70
Ｕ

Ｓ
＄

～
］
 

（
例

）
ク

ァ
ン

タ
ム

・
オ

ブ
・
ザ

・
シ

ー
ズ

 
     

 総
ト

ン
数

 
1
6
8
,6

6
6
ト

ン
 

全
長

3
4
8
ｍ

、
喫

水
8
.8

m
 

旅
客

定
員

4
,1

8
0
人

 

邦
船

社
：
飛

鳥
Ⅱ

 
 総

ト
ン

数
 

5
0
,1

4
2
ト

ン
 

全
邦

2
4
1
ｍ

、
喫

水
7
.8

m
 

旅
客

定
員

 
8
7
2
人

 

○
ク

ル
ー

ズ
船

の
タ

イ
プ

は
高

級
感

あ
る

ラ
グ

ジ
ュ

ア
リ

ー
～

プ
レ

ミ
ア

ム
～

お
手

頃
の

カ
ジ

ュ
ア

ル
な

ど
様

々
。

四
国

の
港

に
も

1
0
万

ト
ン

以
上

～
1
万

ト
ン

ク
ラ

ス
の

様
々

な
船

舶
が

寄
港

。
大

水
深

の
岸

壁
が

な
い

港
で

も
沖

泊
、

ラ
ン

チ
ボ

ー
ト

で
上

陸
。

 
○

ク
ル

ー
ズ

客
は

寄
港

地
周

辺
で

の
観

光
、

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

は
も

と
よ

り
、

片
道

2
～

3
時

間
程

度
は

行
動

範
囲

。
徳

島
小

松
島

港
に

寄
港

し
た

「
に

っ
ぽ

ん
丸

」
の

ク
ル

ー
ズ

客
が

高
松

や
姫

路
方

面
ま

で
赴

い
た

例
も

。
港

の
な

い
地

域
の

観
光

振
興

も
期

待
。
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